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第６章 計画の推進に向けて 

第１節 推進体制 

本計画の実効性を確保し、効果的な推進を行い、望ましい環境像を実現するためには、市、

市民、事業者、関係団体等、多様な主体の連携により、全市的に取組を進めていくことが重要

です。このため、下記の体制により、計画を着実に推進していきます。 

 

 

 

（１）大分市環境審議会 

大分市環境審議会条例に基づき、環境の保全と創造に関する基本的事項について調査

審議するための市長の諮問機関として、学識経験者や市民及び事業者の代表者等で構成

される「大分市環境審議会」を設置しています。 

市は、環境審議会に対し、計画の策定及び見直し、環境の現状や計画の進捗状況等の

報告を行うとともに、意見や提言を受け、その反映に努めます。 

 

 

（２）大分市地球環境保全推進本部 

市では、環境保全に係る施策を総合的に推進するために、関連各課が横断的に連携し

て取り組む組織として、「大分市地球環境保全推進本部」を設置しています。 

副市長を本部長、部局長を本部員とした庁内組織を設置し、本市における環境の保全

と創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るとともに、必要に応じて目標や施

策の見直しを行います。また、推進本部の下には、環境に関する事項について検討し、

その推進を図るため、課長などで構成する幹事会や作業部会を置いています。 
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第２節 進行管理 

各施策の進捗状況と指標の達成状況などを把握する進捗管理を行います。 

各施策の進行管理の結果は、取組内容の見直しに反映します。 

本計画の推進にあたっては、PDCA サイクルにより進行管理します。「計画の策定（PLAN）」、

「事業の実施（DO）」、「進捗状況の把握（CHECK）」、「計画の見直し（ACTION）」という

一連の流れを繰り返すことで、施策や事業の実施状況を継続的に改善しながら望ましい環境像

の実現をめざします。 

また、「進捗状況の把握（CHECK）」は毎年度実施し、年次報告書として大分市環境白書、

ホームページなどに掲載し、公表します。 
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事業推進体制図（2017年 4月） 
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